








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 i 1 ーー
　この様式は，今日に至るまで簿記実務を完
全に支配している。さらに，日次に算出され
る残高について「日計表」（H次残高試算表の
こと）を作成するという慣行も，銀行・官庁
’の簿記にはじまり今日に及んでいる。
　教科書の類で，「標準式」を用いているの
は，複式簿記の基本原理を説明し教育するの
に便利であるという利点があるためと考える
べきであり，「標準」という表現にとらわれ
て，実務上一一re化していると即断してはなら
ぬ。わが国の実務上の「標準」は，残高式総
勘定元帳なのである。アメリカの某書で“T”
forrn　i＄　USe｛ul玉且　teaehing　and　a島alyzing
the　accounts．といっているのは，英米両国
およびわが国の場合につきまさに正鵠をえた
見解である。総勘定元帳の様式だけをみても，
おおよそ，その帳簿がどの系統の会計制度の
影響をうけたものかがわかるくらいである。
単なる様式上の問題として簡単にかたづけて
はならない。制度の永い伝統に想をめぐらす
べきなのである。
（4）簿記の慣用用語
　今日の簿記の慣用用語には，銀行簿記とく
39
に『銀行簿記精法』に由来するものが多い。
　第一に，「簿記」（bookkeeping）という用語
そのものが，成語のいきさつにつき諸説があ
り，中には珍奇な説もあるが，書名としてわ
が国最初の複式簿記書である『銀行簿記精法』
に用いられているというζとは，きわめて象
鐵的である。明治6年6月・明治7年7月に
刊行された福沢諭吉の訳書では『帳合之法』
とあり，「帳合」（チョウァィ）という旧幕時代
からの慣用語になっている。明治初期には，
簿記という訳語のほかに，官庁の場合の明治
i5年8月大蔵省達「改正記簿組織例言」のよ
うに「記簿」とするものが，一般の商業簿説
書にもみられたし（成語としては，帳簿を記帳す
るのならばt記簿であって簿記では明らかにおかし
い），まtc，「複式簿記」・r単式簿記」といっ
たかたくるしい訳語ではなく，「複認」（カサ
ネドメ）・r単認」（ヒF［ドメ）という洒脱な翻
訳もみられた（加藤斌訳・r商家必用」，原典は会
計史上有名なW．Inglisの簿記書〉。しかし，制
度上もまた書物の上でも，早い時期に，「簿
記」という用語が一般化している。
　すでに言及したように，明治6年12月大蔵
省が刊行したr銀行簿記精法』は，わが国で
最初の複式簿記書であったのみならず，当時
薪創の国立銀行の経営・会計の指導書として
果たしたその啓蒙的役割は，きわめて大きか
った。のみならず，爾後日ならずして全国的
規模でまきおこった会社設立のブームに乗っ
て数多く開設された諸会社は，国立銀行の会
計制度を手本とするものが多く，また，教育
の面でも，この『精法』はテキストとして広
く採用された実績がある。
　このような諸般の事情から，今日までに伝
統的に用いられている簿記・会計の慣用用語
の中には，『精法』に由来するものが相当あ
る。その中で，最も典型的ともみられるもの
は，簿記用語としては象徴的ともみるべき
「借方」・「貸方」という専門用語であり，他
は，複式簿記の「在高（財産）計算」と「損益
計算」とを遂行するための中軸的な帳簿であ
る「総勘定元帳」という帳簿の名称である。
　勘定口座を集めた勘定分類による統計的記
録のための帳簿を，英語ではgeneral　ledger
という。この種の機能を果たす分類統計の帳
簿は，14世紀の中世イタリア自由商業都市の
商家で用いられていた複式簿記帳簿あるいは
パチオリ『ズムマ』（1494年）にも，Quaderno
という名称で存在しており，複式簿記帳簿の
中軸をなす存在であった。大陸諸国では，
grand　livre，　libro　grande，　libro　mastro，
Hauptbuch等という。「大帳」，「主帳」，「首
帳」という意味である。日記帳（day　bo・k，
waste　book），仕訳帳（journal）については，
イタリア簿記の伝統的な用語をうけ入れなが
ら，なぜ“ledger’というこの「奇妙な例外」
ともいえるような用語を採用したかについて
は，その語源をあぐって，古くからイギリス
の簿記諸家の間で種々な説がある。詳細は前
掲の拙論r近代簿記の系譜』を参照されたい。
r精法』をはじめとする銀行簿記関係文献お
よびその影響をうけた文献以外のわが国の先
駆的な簿記書を調べてみると，この種の帳簿
を・「総勘定元帳」、と訳して用いた例は・ほ
とんどないといってよい。例えば，『帳合之
法』では「大帳」と訳しており，そのほかの
例で塊較的多い訳語には，t「原帳」・「元帳」
・「原簿」等があった。また特殊な事例とし
ては，「仕切帳」　（明治10年4月刊・『商家必用』
W・Inglisの簿記書の訳本）がある。なお，同書
では仕訳帳に相当する帳簿のことを「中仕切
帳」と訳している。
「総勘定元帳」とは，いかにも固くるしい語
感のする訳語であるが，それにもかかわらず，
次第に簿記実務に浸透し，今日では，完全に，
銀行のみならず一般の企業簿記の慣用語とし
ての地位を確立しており，わずかに，往時
「複式簿記法」を採用したことのある官庁金
銭会計の領域に，「原簿」，「国庫原簿」，ない
し「出納原簿」という名称が唯一の例外とし
て残っているにすぎない。銀行統一会計制度
の強い影響力を如実に物語る事歴の一つであ
ると思う。
　借方・貸方の用語法の問題点，とくに商法
規定にみられる「貸方」・「借方」、の用語法と
との相違等については，後にくわしくのべる。
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